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＜平成２７年度 区政運営の基本方針（どのように取り組むのか：区長の方針）＞ 

 

 

 港区の地域のコミュニティを更に活性化し、魅力ある資源を活用するなど活力あるまちづ

くりをめざします。 

区独自に策定した、防災・防犯・福祉の各分野の基本計画（横糸）のもと、地域主体で全

地域において行動計画（縦糸）を策定し、港区に横糸と縦糸が交わる安全ネットの第１層目

が形成できました。今後、地域と連携、協働してより強い安全ネットをめざすとともに、住

民の安全・安心の確保に向けて、行政の役割を果たすために必要な事業を推進します。 

また、港区の魅力を伝える「みなトクモン」の拡充や、築港・天保山エリアの魅力の向上

と活性化に取り組むなど、魅力ある資源を活かして活気あるまちづくりを推進します。 

更に戦後70周年にあたり、区民の皆さんとまちづくりの歩みを振り返りながら「弁天町駅

前土地区画整理記念事業」について、今後の港区のまちづくりに貢献する事業内容等を取り

まとめます。 

教育の分野では、学校教育の支援や福祉的課題を有する児童・生徒の支援など、各学校園

との連携を強化し、港区の教育環境の向上と教育課題への対応に取り組みます。更に、英語

交流体験によるグローバル人材の育成など、教育事業を積極的に実施し、子どもの学ぶ力、

生きる力を育みます。 

区政運営については、企画段階から区民の皆さんの意見を把握し、成果について評価を受

けることにより、施策事業の改善や新たな展開につなげていきます。また、区民志向、チャ

レンジ精神を持つ職員の育成に努め、区役所サービスの一層の向上に取り組みます。 
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経営課題４ 子育て世代が魅力を感じるまちづくり 

 

区内では少子高齢化が進み、生産年齢人口（１５歳～６４歳）の減少によるまちの活力の

低下が懸念されています。子育て世代の居住を促進し、バランスの取れた人口構成を確保し

ていくことが重要です。 

区内では子育てを支援する団体やグループの活動が活発です。子育て世代が魅力を感じる

まちづくりのために、これらの団体と連携・協働しながら、子育てしやすい環境づくりを進

めていく必要があります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

こどもの英語でのコミュニケーション能力を高める英語交流事業 他 

子育てしやすい環境を作るほか、子どもたちが自ら学び、考え、課題を解決し成長して 

いく力をはぐくむ。 



3 

３ 子どもの学ぶ力、生きる力の育成 

 

 

 

 

 

 

 

１）学校園と連携した教育改革の推進、教育課題解決への取り組み 

【予算額 ９７千円】<新規> 

  学校協議会を通して保護者・区民の意見を学校園の運営に反映させるとともに、教育行政連

絡会等を通して校長と連携を強化し、地域の状況を踏まえながら、学校教育支援や学校配置の

適正化などの教育課題に取り組みます。 

目  標 学校園との連携強化に係る新規取組みの実施件数：2件 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【業績目標の中間点検（８月末時点）】 

 〔取組〕予定どおり進捗できている。 

 〔目標〕達成見込みである。 

 

学校園との連携を強化し、学校教育の支援や就学制度の改善など、さまざまな教育課題に取

り組みます。 

福祉的課題や発達上の課題を有する児童などへの支援を充実し、指導にあたる教員の負担を

軽減することにより、学校教育環境の向上を図ります。 

学校・地域・企業・NPO 等と協働して、子どもの見守りや健全育成をはじめ、さまざまな教

育活動に取り組むことにより、子どもの生きる力を育みます。 

・学校支援ボランティア確保のための 5月号広報紙への掲載などの広報連携 

・｢港区 子どもつながりワークショップ～港区に笑顔のわをひろげよう～｣の 

開催支援 

・各学校との連携して｢学校案内｣を作成 

・校長経営戦略予算確保に向けた区担当教育次長の副申書の作成 

・港区教育行政連絡会を開催（小・中：各 1回） 

・区内の小・中学校の平成 27 年度第 1 回学校協議会への担当職員の出席、学校協議会委員研修

会を開催（７月２回） 

・区小学校長会・教頭会への出席・連絡調整：5回（９月末現在） 

 

取組実績 
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２）学校園における福祉的課題をかかえる児童生徒への支援 

【予算額 ３，１６６千円】 

  社会福祉等の専門的な知識や技術に加えて教育分野に関する知識を有するスクールソーシャ

ルワーカーを区内市立幼稚園及び小・中学校へ巡回・派遣し、福祉的課題をかかえた児童生徒

及びその家庭に対し、関係機関等のネットワークを通じた福祉施策の的確な活用など、多様な

支援方法を用いて課題解決に向けた対応を行います。 

目  標 本事業が「有効」と回答した学校園の割合を 70％以上にする。 

 

 

 

 

 

 

【業績目標の中間点検（８月末時点）】 

 〔取組〕予定どおり進捗できている。 

 〔目標〕達成見込みである。 

 

※目標に対する達成状況の最終測定については、今後、アンケートなどにより実施予定。 

 

３）学校における発達障がいサポート事業 【予算額 ３，７１１千円】 

  区内市立小・中学校に在籍する発達障がい等のある児童生徒のうち、行動面で特に支援が必

要とされるＡＤＨＤ等の重度な児童生徒に対し、遠足や社会見学等の校外学習や放課後の課外

活動である部活動等をサポートするため、地域の人材を活用した発達障がいサポーターを配置

します。 

目  標 本事業が「有効」と回答した発達障がいサポーター配置校の割合：80％以上 

 

 

 

 

 

 

【業績目標の中間点検（８月末時点）】 

 〔取組〕予定どおり進捗できている。 

 〔目標〕達成見込みである。 

 

※目標に対する達成状況の最終測定については、今後、アンケートなどにより実施予定。 

・派遣日数：計 81日（444.5h）（９月末現在） 

・相談ケース：63件（うち好転件数 59件）（９月末現在） 

 

・配置時間：1,518.5h（９月末現在） 

・サポーターのスキルアップに向けた研修の周知 

 

取組実績 

取組実績 
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４）中１ギャップ問題の解決に向けた取り組み 【予算額 ８９５千円】 

  港区における中１ギャップ問題の解決に向け、家庭学習の促進を行うとともに別室登校等サ

ポーターによる不登校児童生徒等への対応策を実施します。 

目  標 別室登校等サポート事業が「有効」と回答したサポーター配置校の割合：80％以上 

 

 

 

 

 

 

【業績目標の中間点検（８月末時点）】 

 〔取組〕予定どおり進捗できている。 

 〔目標〕達成見込みである。 

 

※目標に対する達成状況の最終測定については、今後、アンケートなどにより実施予定。 

 

５）港区サードプレイス事業（こどもの居場所づくり） 

【予算額 ４８１千円】<新規> 

子どもに家庭でも学校でもない、地域のボランティアが運営する第 3 の居場所（サードプレイ

ス）を提供することによって、自由に話したり学習したりできる環境や、地域の人々とのつなが

りの中で、生きる力・学ぶ力を育みます。 

目  標 複数回の参加者の割合：50％以上 

 

 

 

 

【業績目標の中間点検（８月末時点）】 

 〔取組〕予定どおり進捗できている。 

 〔目標〕達成見込みである。 

 

※目標に対する達成状況の最終測定については、今後、アンケートなどにより実施予定。 

 

  

・新 1年生及び転入者への｢家庭学習の手引き｣の配布 

・｢家庭学習の手引き｣の出前講座へのメニュー化 

・別室登校等サポート事業：335h（９月末現在） 

 

・4 月から毎月第 2土曜日の午後に定例開催。 

 

取組実績 

取組実績 
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６）絵本によるこどもの読書活動の促進 【予算額 ４１２千円】 

区内の学校図書館や地域の公共施設等において、地域の主体的な「絵本ひろば」の開催を促進

することで、子どもの主体的な読書活動を推進します。 

目  標 地域が主体的に実施する絵本ひろばの回数：３回 

 

 

 

 

 

【業績目標の中間点検（８月末時点）】 

 〔取組〕予定どおり進捗できている。 

 〔目標〕達成見込みである。 

 

 

７）地域の強みを活かした教育力向上事業（こどもサイエンスカフェ） 

 【予算額 ５７千円】<新規> 

区内の教育資源を有する施設と連携するなど、地域の強みを活かした社会教育の機会を提供し

ます。 

目  標 参加してよかったと回答した参加者の割合 70％以上 

 

 

 

 

【業績目標の中間点検（８月末時点）】 

 〔取組〕予定どおり進捗できている。 

 〔目標〕達成見込みである。 

 

※目標に対する達成状況の最終測定については、今後、アンケートなどにより実施予定。 

 

  

・｢絵本ひろば｣の開催：4回（うち地域が主体的に実施１回）（９月末現在） 

 

・｢こどもサイエンスカフェ｣の開催：5回（９月末現在） 

 

取組実績 

取組実績 
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８）子どもの英語でのコミュニケーション能力を高める英語交流事業 

【予算額 ６，４４４千円】 

小中学生を対象に英語圏での生活を再現した通所型の英語村などアクティブな英語学習や英語

づけの合宿などを通じて、英語によるコミュニケーション能力や英語への学習意欲、外国文化へ

の関心等を高め、グローバル人材の育成をめざします。 

目  標 ・小学生（３年生）の受講者のうち、「外国の人が話しかけてきたらどうしますか？」に対して「英語

で受け答えする」と回答した者：70%以上 

 

 

 

 

 

【業績目標の中間点検（８月末時点）】 

 〔取組〕予定どおり進捗できている。 

 〔目標〕達成見込みである。 

 

※目標に対する達成状況の最終測定については、今後、アンケートなどにより実施予定。 

 

 

９）青少年の健全育成の推進 【予算額 ２，１７９千円】 

青少年の健全育成や非行防止を図るため、青少年指導員による街頭指導、夜間巡視、青少年

福祉委員による社会環境浄化活動等に加えて、各中学校区の「青少年育成推進会議」における

研修会の開催などを支援し、学校・家庭・地域が協働・連携して取り組む活動を推進します。 

目  標 青少年育成推進会議の参加者がアンケートで、「青少年育成推進活動が有意義である」と回答した者の

割合：70％ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・小学生コースへの参加者：21 名、中学生コースへの参加者：10 名 

英語カフェコースへの参加者：51名（９月末現在） 

 

・｢こども１１０番の家｣事業の協力家庭・事業所を表示した地図を小学生の保護者へ学校を通し

て配布するとともに区 HPへ掲載、掲出物品の配布（６月）、「こども 110 番の家」の旗のデザイ

ンをカンガルーからみなりんに変更し、耐久性に優れた素材で作成（８月） 

・校下青少年育成推進委員会で、少年非行防止活動ネットワークを活用し、講演会を実施（１校：

６月） 

・「青少年育成推進会議」における夜間巡視等（７・８月） 

 

取組実績 

取組実績 
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【業績目標の中間点検（８月末時点）】 

 〔取組〕予定どおり進捗できている。 

 〔目標〕達成見込みである。 

 

※目標に対する達成状況の最終測定については、今後、アンケートなどにより実施予定。 
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【区運営方針と区運営方針概要版に関するお問い合わせ】 

 

大阪市港区役所総務課（区政統括グループ） 

所在地：大阪市港区市岡１－１５－２５ 

電話：０６－６５７６－９８８５ 

ＦＡＸ：０６－６５７２－９５１１ 

ホームページ：http://www.city.osaka.lg.jp/minato/ 

ツイッター：http://twitter.com/minatokuyakusyo 

フェイスブック：http://www.facebook.com/minatokuyakusyo 

 

 

http://www.city.osaka.lg.jp/minato/
http://twitter.com/minatokuyakusyo
http://www.facebook.com/minatokuyakusyo

